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相撲のうつりかわり
滝　沢　寿　雄
1．　日本のスポーツ
　日本には古代，中世，近世を通じて，ギリシヤのオリンピアで発達したよう
な，純粋なスポーツは甚だ少なく，古代においては僅かに相撲，狩猟，射術
　じやらい　 のりゆみ　　　　　　うまゆみ　　 　　　　くらべうま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けまり　　うちまり（射礼，賭射，騎射），競馬，ついで中国伝来といわれる蹴鞠，打毬などが，
主としてその当時の上流貴族の間にスポーツとして楽しまれていたそうで，鳥
羽僧正（1053－1140）戯画によっても史実として明らかであります。それによ
ると勝敗を争う勝負に賭けるという厳しい雰囲気はうかがえないようで，自
由，明朗，闊達な態度で，競技を楽しむという極めてスポーツ的なものであっ
たようであります。平安時代（794－1185）が終り中世となり鎌倉時代（1186
、1333）がはじまり，封建制度が確立され，武家のスポーツ（武道）として騎
射（　　　やぶさめ　 いぬおうもの}懸，流鏑馬，犬追物），狩猟，相撲が流行し，近世に至り武士の教養と
して主に武芸十八般が行われましたが，その間相撲は勧進相撲を頂点としてつ
ねに広く庶民のスポーツとして愛好され，鑑賞されたのであります。そのこと
は相撲競技の内容により次のような名称が残っていることでもわかります。
　せちえ　　　　　わらべ　　　　　　　　　　　　　　　ごぜん　 　　　　　　　　　　はやと　　　　　　　　　こんでい　節会相撲，童相撲，神事相撲，武人相撲，御前相撲，隼人相撲，健児相撲，
く　げ　　　　　　　　　　　　む　ら公卿相撲，法師及山伏相撲，村落相撲，辻相撲，座敷相撲，稽古相撲，素入相
撲妄又相撲等により相撲が日本において最も古く，あらゆる各層において親
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しまれてきた代表的な武道，スポーツであり，遊戯でもあったと申しても過言
ではありません。
2．相撲の起源
　広義に解すれば人類発生とともに，極めて原始的な格闘技，あるいは幼稚な
遊戯としての相撲が世界中いたる処で，自然発生的に行われていて，それが種々
な形で今日まで各地に伝えられていると言えましょう。一例をあげれば昭和14
年（1939）に五千年前のバビロニア王（イラン）の古都カファエ古蹟を発掘し
たとき，日本の相撲の取口と全く同型の青銅製の置物が発見され，右四つに組
んだ形は今の相撲の組み手と全く同じだそうであります。殆ど同時代と思われ
るエジプトのナイル河畔の横穴（古墳）壁面にも力士らしい二入が，裸体で相
撲のように種々な形で取組んでいる有様が画かれてあり，約五千年以前のもの
といわれております。東洋においても約二千五百年以前仏教の開祖釈迦在世の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼん頃，相撲らしい格闘技が盛んに行われていたことが仏教経文（法華経安楽品）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくりよくしゆば　　　　　　　　　　　　 かくてい中に記されております。中国においても約二千年前より角触，手縛，角力等の
解説書があり，相撲によく似た格闘技が行われていたことがわかります。その
流れでありましょうモンゴルにおいては遊牧の民が草原で相撲に似て，もっと
原始的で荒っぽい格闘技が闘われているそうであります。
　モンゴルには古くから「もののふの三つの技」といわれ相撲，騎馬，弓射が
尊ばれ，日本の中世によく似ており特に相撲は五歳ごろから取りはじめるそり
です。現在蒙古相撲の試合は背と腕だけをおおう着衣にパンツという服装で行
われているそうで，相撲が強くなればレスリングの選手にもなれる，そしてレ
スリングが強くなれば試合で外国に行けるという希望をもっているそうであり
ます。朝鮮においても古くより格闘技として手縛，角触があり，角触は現在盛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　らぎんに行われておりますシルムの源流であります。三国時代より統一新羅時代に
は騎射とともに角鰍が盛んで，心身の鍛練，武人のスポーツとして，又男子の
力を誇る競技として行われたそうであります。
　日本における相撲が格闘技，武技から競技に進化したことに甚だ似ているよ
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うであります。ベトナムにおいても日本の相撲とレスリングを合せたような格
闘技があり，特に北ベトナムのタイピン省では1960年来毎年大会が開かれてい
るそうであります。一方欧州においても二千数百年前ギリシヤ文化が興り，古
代オリンピック競技に18回より相撲に似た，今日のレスリングに当る格闘技が
あって，勝者にはスポーツ中最高の栄誉が与えられたそうです。同じように日
本においても千四・五百年前の古墳時代の遺跡から発掘された土偶の中に，相
撲の取組みの形態をしたものがしばしば見受けられるのであります。このよう
に古くから世界各地で行われていた格闘技も，その当時は競技の形態も整わず，
殆どルールらしきものもない原始的な格闘技，それが日本においては相撲とし
　　　　　　　　たけみかずち　　　　たけみ　ながた　　　　　　　　　　　い　な　さ　　　おぱま　　　　　　　たいしやて神代のむかし，建御雷神と建御名方神とが出雲国伊那佐の小浜（島根県大社
町稲佐浜）で当時の相撲（力くらべ）をされたことが古事記（712）に記され
ており神話中の国譲りの相撲といわれております。その後日本書紀（720）には
　　　　　　　　　　　　　　　　のみのすくね　 たいまけはや11代垂仁天皇の7年7月に行われた野見宿禰と当麻眩速との生死を賭しての相
撲が記されており，天覧相撲の起源とも言われております。想像しますとその
当時の相撲には何んらの制約もなく，取組んで投げるよりは突き，殴る，蹴り
　　　　　　たお　　　　　　　　　　　　　　　　　　すぎ合い，相手を殖すことを目的とした凄まじい闘技であったようであります。こ
の二つの物語りが日本における相撲の代表的な伝説でありまして，物語りの真
偽は別としても古事記，日本書紀の成立された時代以前に今日の相撲に似た格
闘技があったことが推測できるのであります。そして古代の相撲は相手を殖す
ことを目的とした命懸けの闘技でありましたが，次第にそれが規律ある武技に
進化し，やや競技的な傾向をも帯びてきたようであります。
○日本書紀14の21代雄略天皇13年9月の記事に
　　　　　　　　　きn　　も　　　　　　　　　たふさぎ　　　　　　　あらわなる　　　すまいとらうねめ　めしつどえ　「采女を喚集て，衣・裾を脱ぎて，憤鼻にして，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露所に，相撲しむ」。
後宮の女官に相撲をとらせたという記事でありますが，日本において相撲とい
う文字が出てくる最初の記事として注目に価するものでして，女子も相撲をと
ったことが証されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くだら○日本書紀24には35代皇極天皇の元年（642）7月22日に百済の使者を饗応する
　　こんでいため健児を集めて相撲をとらせたとあります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおすみのはやと　　あ　た○日本書紀29には40代天武天皇の11年（683）7月朝廷において大隅隼人と阿多
　　　　　　　　　　　　　　　　　あかみどり隼人との相撲があり，41代持統天皇の朱鳥9年（695）にも隼人たちの相撲を
御覧になったとの記事があります。’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬきでのつかさO続日本紀元正8には44代元正天皇の養老3年（719）に初めて抜出司　（後世
の相撲の司）が設けられ朝廷の相撲に関する制度が整えられたことが立証され
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こおりのつかさ○続日本紀聖武10には45代聖武天皇の神亀5年（728）には諸国の郡司に対
　　　すまいびとして，相撲入を貢進する旨を命令されております。
　　　　　　　　　　　　　　　たかくらあそみ○続日本紀40桓武によれば従三位高倉朝臣福信は高麗の王族で帰化した人の子
　　　　　　こ　まとして武蔵国高麗郡に生れ，青年となり奈良の都に出てきたが，相撲が上手で
強いことが内裏に聞えて宮中に召使われるようになり，之が出世の糸口とな
り，天平神護元年（765）には従三位に叙せられたのであります。その時の三
位以上のものが僅か15人ということで彼の出世のほどがわかります。桓武天皇
の延暦4年（785）に81歳で魏じたそうですが相撲が出世の糸口となったとい
う面白い事柄であります。
　　す　も　う　のせち3．相　撲　節
　以上の他にも神亀，天平（724－766）の頃しばしば勅令をもって相撲人を貢
進させたこともあり，朝廷以外においても競って相撲人を召抱えたようであり
ます。そしてこのようなことが諸国に相撲を奨励し，一層競技としての発達が
促され聖武天皇の再三にわたる相撲天覧により相撲節の端緒が開かれ，平安時
代（794－1185）に入り桓武天皇の延暦12年（793）から宮中においで1亘例とな
るとともに，近江国志賀里（滋賀県滋賀町）の住人志賀清林が朝廷に召されて
相撲御行司人となり，それまでの突く，殴る，蹴るの三手を禁じ，相撲の作法
を正し，勝負の理を定めて一競技としての大成をみたと伝えられております。
参考までに相撲節当時の相撲の手に就いて記録より推測しますと，技としては
から　　　　　　　なげふ搦み倒す，投臥す，抱き投げ，つめる，引倒す，つき倒すなどがあり，その他
うちがらみ　そとがらみ　わたりがけ　こくび　　さかて　　こわき内搦，外搦，亘繁，小頸，逆手，小腋などの名称もあり，現代相撲技の押，
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　　っり　　なげ　　　　　　ひねり　かけ突，吊，投，引き，捻，掛などと殆ど同じようであります。ルールとしては僅
かに手をつき，膝をつくことは負けとあり，禁手としては髪の毛を掴むこと，
拳にて打つことを禁じていたようであります。相撲節における相撲の取り方と
　　　　　　　　　あおい　　ひさCしては力士がそれぞれ葵と瓢の花（造花）を頭髪に差して取り組み，髪が乱
　　　　たふさ　ぎ　　　　　　　　　　　　　　すもうのおき　　さごん　　　 うこんれたり，績鼻揮が解けそうになると相撲長が左近の桜右近の橘の下に走ってゆ
き，すぐにそれをなおすそうで，のんびりとした，優雅な趣きさえ感じられま
す。そしてこの時期に古代よりの素朴で原始的な力を主として相撲が，日本人
　　　　ちからくらべに最適な力競の相撲にほぼ完成し，大いに技術的にも進歩したものと考えら
　　　　　　　　　じやらい　　うまゆみれます。この相撲節は射礼，騎射と共に宮中の三度節の一つといわれ高倉天皇
の承安4年（1174）まで盛衰こそあれ三百数十年間存続したのであります。相
　　　　　　　　　　　　わらべ撲節において興味のあるのは童相撲天覧の記録の多いことであります。童相撲
とは童児が相撲をとることで，主として幼帝に御覧に入れたものと推察されま
すが，当時の相撲が武術的な競技であると同時に，スポーツ，遊戯でもあった
わけであります。この朝廷の盛典とされた相撲節も源平両氏が拾頭し，権勢を
　　　　　　　　　　　　　こおむ競うにいたり，しばしば兵塵を蒙り，保元，平治（1156－1159）の乱を経るに
及んで遂に廃絶してしまったのであります。然しながらこの相撲節の行われて
いた問，それにより諸国より参上した力士（相撲人）に対しては中央における
指導者講習会的な役割を果し，その人たちによって日本全国に相撲が普及，奨
励されたのであります。相撲節によって日本民族に全く相応しい力競として発
達した相撲は広く民衆の間にまで浸透し，その後大略次の三つの形態により伝
達されたものであります。
4．神　事　相　撲
　中世の相撲を代表するものは神事相撲でありまして，全国的に行われたもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんもんぎよきと考えられます。史実としては長秋記，吾妻鏡明月記，百練抄，看聞御記，『
続史愚抄などに多くみられます。神亀2年（725）諸国は干害のため凶作とな
り，庶民が困窮したので，聖武天皇は伊勢大廟をはじめ21社に勅使を派遣し
て，神明加護を祈願されたところ，翌神亀3年は諸国豊作となり，これに感謝
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して諸国の神社に幣吊を献じ，神前において相撲を奉紬した．ことが記録されて
おり，神事相撲の始まりとも伝えられております。相撲節の儀式を踏襲し，神
社祭祀の儀式中にとり入れられたものであり，その後舞楽，流鏑馬競馬とと
もに祭事として行われ，その内容としてはオリンピアの祭典における競技の如
く，奉納の意味もあり，同時にその技能のデモンストレーションでもあり，武
人にとっては戦場組討の練磨にもなうたことと考えられます。現在も各地で古
くから伝わっている神事相撲は数多くありますが，今なお盛況なのは「塩なし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　からとやま水なし，待ったなし」で有名な能登の唐戸山神事相撲は代表的なものでありま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたけわけのみことす。翁搾神社（石川県羽咋市）は垂仁天皇の皇子石衝別命を祭神とし，命が
相撲を好まれたので北陸七州の力士が毎年9月25日に近くの唐戸山（相撲場）
に集まり，相撲を奉納して神霊をお慰さめしたのがその由来で，千余年の久し
きにわたり続けられております。その他にも
　かとり○香取神社（千葉県香取郡香取町）
　10月28日神事相撲
○鹿島神社（茨城県鹿島町）
　9月9日大宮祭，現在子供相撲．
　す　わ○諏訪神社（長野県諏訪市）
　4月15日神事相撲
　みかみ〇三上神社（滋賀県野州町）
　10月14日芝原相撲
○右田陶器神社（佐賀県西松浦郡有田町）
　11月15日宮相撲
○太宰府神社（福岡県筑紫郡太宰府町）
　8月31日注連打相撲
　はやき○早岐神社（佐世保市早岐町）
　9月19日宮相撲
O竜野神社（兵庫県竜野市）
　4月17・18日奉納相撲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
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以上の他には未だ各地で多くの神事相撲が存続しておりますが，昔のままの
形態を残すことは難しく，子供相撲などをもって代えている場合が多いようで
あります。
5．武　人　相　撲
　相撲節廃絶後，武門時代に入って，相撲は武人の間に武道の鍛練を目的と
し，あわせて体力練成のため盛んに行われたのであります。
　　ごしよう　「後松日記」によれば，
　「むかしは相撲人とて其人定まりたれど，中頃は武士皆是を試みて合戦の時
組討の用にせし事，盛衰記又は大平記等に見ゆ。伊勢貞親が其子貞宗へ教訓せ
　　　　　　　　きかしふみにも，若き壮んなる折は，よくよく相撲を試むべしと書置きし」とあり
ます。
　「相撲式」にも
　「貴賎へだてなく，力を競ぶる道なれば，武事鍛練の一端なることを知るべ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たくましし。柔弱なる者は是により陽気を益し，武気を逞うし，応変の術をなすこと，
これにしくものはなかるべし」とあります。このように相撲節廃絶後は戦乱が
続いた時代で武入が日常の身心の鍛練，武術，組討の練成に相撲が奨励された
のは当然のことで武人の体力づくりでもあったわけです。このことは相撲節初
期においても仁明天皇の天長10年（833）の勅令にも「相撲はただ単に娯楽，
遊戯のためではなく，武力を簡練するのが中心の目的である」とありまして，
武人の修業でもあったわけであります。然しまた一面相撲を武人の間でスポー
ツ，遊戯として楽しんだことも確で，ときには職業的な力自慢の力士を相手に
力を競べ，あるいは神社祭礼の神事相撲にまで出場したものと思われます。そ
して鎌倉幕府創立後は幕府がこの相撲技を奨励し，頼朝も流鏑馬，競馬，相撲
の中で特に相撲を好み，鶴ケ岡八幡宮祭礼には相撲を行い，頼朝自身もしばし
ば上覧しております。「吾妻鏡」には鎌倉時代の相撲の記録は多く，当時の武
士の間に相撲が盛んに行われ頼朝，頼家，実朝，頼経なども大いに相撲を奨励
し，武人の間に機会ある毎に相撲の技を競ったことが想像されます。当時は武
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りよりよく士の剛勇を賞讃するに「弓馬，相撲に達し脅力人に越ゆ」という形容を用いた
そうで，相撲技の練達は武人の必須条件であったのであります。
○「古今著聞集」（1254）による畠山次郎重忠の強力。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわず　　　　　またの○「曽我物語」による安元2年（1176）伊豆柏峠での河津三郎，候野五郎の取
組。この取組は，はからずも曽我十郎・五郎兄弟の仇討物語の発端でもありま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つづきO「源平盛衰記小坪の戦」（1247－49）による綴太郎ど和田小次郎の組討など
により，当時の武士の相撲が想像され，特に小坪（神奈川県逗子市）合戦の条
には畠山重忠の部下綴太郎と三浦方の和田小次郎との組討の記事に「綴太郎は
東国無双の相撲の上手，48手の取手に暗からず」とあり，48手の一語がはじめ
て文中に現われております。このようにして盛んであった武人相撲も鎌倉時代
の末期にいたっては，北条時頼（1246－56）をして「近時武芸薩れて，自他門
共に鎌鞍の事を好み，巳に該の礼を忘瀧んぬ」と嘆かせた如く甚だ衰
微し，戦国時代末期に織田信長の現われる頃までの約三百年の間は相撲の沈滞
期でありまして，記録の上からみても「吾妻鏡」以後は相撲に関する信頼でき
る資料も甚だ乏しく，不活発な時代であったと考えられます。然しこの事は単
に朝廷，幕府を中心とした中央上層部における儀式，あるいは催しごととして
の相撲が廃れたということで，武入の間には武術の鍛練としての相撲は相変ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つちかず重要視され，同時に長年相撲節により培われた相撲人が地方各地で育成さ
れ，相撲は一般大衆のものとなり，地方への相撲普及の時代でもあったのであ
ります。
6．　職業力士の発生
　相撲が武人のみでなく・広く一般大衆のものとなった結果地方に多くの職業
的，専門的な相撲入が育つことで，換言すれば節会相撲，神事相撲，武人相撲
により多くの相撲指導者が養成されたことにもなります。その職業的な相撲が
室町時代（1392－1466）に各地で発達し，特に上方においては一団を組織して
地方にまで巡業する程になっていたそうであります。「義残後覚」（1596）によ
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れば，「京，伏見繁昌せしかば，諸国より名誉の相撲ども到来しける程に，内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そりはし野，七本松にて勧進相撲を張行す。勧進元の取手には立石，荒浪，岩国，反橋，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よせて　　　　　　　　　　　　　さて藤瘤などを始めとして，都合30人計りあり，寄手には五畿内，脩は諸国より集
り来り」とあり続いて同書には上方の相撲団10人位が筑後（福岡県）で興業を
　　　　　　　　　ひでかね行い，久留米城主毛利秀包の抱え力士達と相撲をとり，流石に職業力士だけに
一人として勝てなかったことが記されております。また「大友興廃記」によれ
ば都より雷，稲妻，大嵐，辻風という名の相撲取一行が豊後（大分県）で興業
　　　　　　うすきをし，その後臼杵で大友宗麟の家臣の原大隅と力競べをする際に，強力無双の
　　　　　　　　　　　　　　かたや原大隅が大竹を砕いて輪を造り，方屋（円形土俵の意）の代用としたため，そ
の大力に驚き相撲をとるどころではなかったと記されております。そろそろ人
方屋（相撲をとる二人を囲んだ力士，見物人の入垣の輪）より円形土俵が出現
しそうな気配が感じられます。その後安土，桃山時代にも専門，職業力士が諸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cう国に輩出したそうで「信長公記」（1600）によれば元亀元年（1570）江州（滋
賀県）常楽寺において信長の上覧相撲があり，続いて天正6年（1578）2月近
江の相撲取300人を集めて安土にて相撲をとらせて上覧，同年8月には近江，
京都の相撲取を初めとして1，500人を安土に集めて8時より18時まで上覧され
たそうで，その他にも数多くの相撲に関する記録があります。一方関東におい
ても天正18年（1590）8月徳川家康が武蔵の国守となり初めて国府の所在地で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちからひとある府中（東京都府中市宮町）に着任した際に，関東の健児が新国守を歓迎す
　　　　　　おおくにたまべく，武蔵総社大国魂神社において相撲を行ったそうで，それが同社の八朔の
相撲祭の起源といわれております。以上は元来武人の体力，武力の練成の技術
であった相撲が専門力士としての本業に推移する過程であり，信長，秀吉，秀
次或は有力な大名などにより一層育成されたものと考えられます。このように
足利時代末期より各地に職業相撲が発達し，各地を巡業し，又は招かれて大名
の御前で相撲を行うなどの記録は多く，これが勧進相撲の端緒となったものと
推察できます。尚，織田，豊臣時代の相撲に就いては信頼できる記録が多くあ
ります。以上の如く神事相撲，武人相撲，職業相撲の三つの形態で続けられて
きた相撲も徳川時代となり江戸が政治の中心となると，江戸においても相撲が
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盛んになり，諸大名が好んで力士を抱えて相撲を保護，奨励し，勧進相撲興業
が各地において盛んに行われるようになりました。
7．　勧進相撲の発達
　勧進相撲の起源は室町時代に行われた勧進能と全く同一の宗教的意義にょる
ものと考えられます。その発生は神事相撲と地方で発達した野相撲（辻相撲，
村落相撲）が一緒になって神社の祭事として催され，次第に神社，仏閣の建
立，修繕或は公益のための事業などの資金に浄財の喜捨を勧め，勧進興業とし
て行われたものであります。その趣旨は立派でありますが，永年の間に勧進の
意義は失われて，営利的な興業となったものであります。その勧進相撲は「古
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しおちよう今相撲大全」によれば，江戸では寛永元年（1624）に四谷塩町（東京都新宿区
四谷4丁目）の笹寺境内で横綱明石志賀之助が晴天6日間の興業をしたのが始
まりとされております。又京都附近では文禄，慶長（1592－1614）の頃から勧
進相撲興業が行われておりますが公許のものとしては正保2年（1645）山城国
鰭郡田中村干知光福寺の住僧宗円禾。尚により下麟漁森で・。日間の蝶
が行われたそうで，之が勧進相撲の始めであると伝えられております。大阪で
は元禄15年（1702）袋屋伊右衛門により堀江で40間四方の小屋で13日間の興
業をしたのが最初であるとされております。さて江戸幕府が開かれて京都，大
阪所謂上方の文化は急速に江戸にも移り，勧進能，歌舞伎狂言などと共に勧進
相撲も多く催されたことが想像されます。当時は力士のみの興業ではなく，力
士，浪人，一般市民が合同で興業したもので，新興の気盗れる江戸の盛り場で
大いに繁昌し，真の意味の勧進相撲の他に野相撲的な興業も多く，所謂飛入勝
　　よりあい手の寄合相撲であり，戦国の気風横盗した頃とて，殺伐な浪人，侠客なども多
く，当然紛擾も起り，闘争頻発したため慶安元年（1648）2月28日付で幕府よ
り次の如き禁令が出されたのであります。
　　　　　とりもうすまじきこと○　辻相撲取申間敷事
　　　　　　とりもうすまじき○　勧進相撲取申問敷事
○　相撲取共の下帯，絹布にて在商籔，屋敷方へ凝律候共，布未論の下帯可仕
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　事
続いて慶安4年（1651）7月には
　　　　　　　　　　　　　　　　CれありきふらO志こ名（四股名）之異名を付候者有之候はば早々可申上候，いにしへよ
　　　　　　　　　　　　　　b：う　C　　　　　　カ’たく　り相撲取候もの，異名は付候共向後は其名堅可為無用事
上記のような禁令が出され，厳しく取締られたのでありまして，徳川初期の
江戸における相撲熱がいかに盛んであったかが想像されます。
　そして一般庶民が男性的な相撲技を如何に興味深く愛好したかを物語るもの
でありますが，熱狂のあまり多くの弊害を生じ，相撲隆盛の気運に水を差した
結果になったのであります。そしてその後も再三禁制が出されたので，勧進相
撲，辻相撲共に30余年の間ほとんど活動できず，閉塞していたのですが，貞享
　　　　　いかずち元年（1684）　雷権太夫が時の寺社奉行に願い出て，深川（東京都江東区富岡
町）八幡境内においての興業が許可され，これ以後勧進相撲が復活し，寺社奉
行の指導監督を受けつつ四季の永続的興業が可能になり，始めて力士という職
業が公に認められ，相撲発展の基となったのであります。
8．近代相撲の発達
勧進相撲再開後も一般大衆のものとなった辻相撲に対しては，風教上弊害あ
るものとして貞享4年（1687）7月，元禄7年（1694）7月に厳重な禁令が出
され，その後も再三禁止され，弾圧されたのであります。このことは相撲が幾
度禁止されても，力自慢の人々が辻相撲という形で相撲そのものを愛好し，大
衆の間に育まれ，根強く存続したことが理解されます。このような相撲の発達
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちからくらべ　　てこい過程よりして，慶安の相撲禁止令が出されるまでの古い相撲は力競，手乞，
かくてい　　　　　　　かくりよく角蟹，相扱，摘力，角力の名称があるように，現代のスポーツとしての相撲と
は全く同一のものとは考えられません。「武家事記」（1673）の解釈に従えば相
撲は日本古来の格闘技であり，武芸でもあったのです。伝説はさておき，記録
的にも素朴な奈良朝時代の相撲，儀式として制度も確立され，試合の形態も整
つた平安時代の節会相撲，体力づくりと，闘争的な武技でもあった鎌倉時代の
武人相撲，南北朝時代，室町時代に至り，武術化された相撲の中に，面白い，
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興味ある・ショウ的要素をも合んだ興業価値のある相撲競技が芽生え，室町時
代末期・戦国時代に至り，戦場組討を主眼とする格闘技相撲と，楽しみ，体力
練成を兼ねたスポーッ相撲とに育成されたものと考えられます。換言すれば，
安土桃山時代から江戸時代の初期に，危険を避けるために組討的な技術は除か
れ，競技，遊戯化され，面白い相撲技に進化したものと考えられます。想像し
ますに慶安元年以来再三に及ぶ相撲禁止令を転機として当時の相撲界は，それ
までのいろいろな弊害を取除くとともに，職業として成立つような組織種々
な規約を整え，競技の方法，内容を充実させて公認を念願したものと思われま
す。貞享元年勧進相撲再開に至るまでの間，相撲関係者一同の必死の努力によ
り組織，規約も確立し，競技の内容も向上し，合理化され，興業方法なども整
い，年寄（頭取），行司などの役員も制度化され，平素より力士の養成　興業
の運営などに当ったものと考えられます。その他相撲に大切な立合，48手とい
われる相撲の極り手，土俵，番付，勝負の判定などに就いてもほぼこの当時に
基礎ができたものと思われます。
○立合
　相撲技術の中で一番難しい，また妙味のある立合の変遷をみましても，節会
　　　　　　　　　　　　　　うちわ相撲は別として一般には行司が団扇を引くのを合図に立合うのが古例とされて
　　　　　　　　　　　　　　　　　てあいいたそうですが，貞享年中より一声の手合と称して，互に声をかけ合って自発
的に立合ったそうで，仕切の構えもだんだんと低くなり，土俵という勝負の境
界線（円形）のない時代の悠長な立合はなくなり，一瞬を争う緊迫した立合の
妙味が感じられるようになったそうです。「甲子夜話」（1821）にも享保（1716
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しきり　　　　　　　　　　　　　 いぬ い一1735）の頃より両手を下す仕切を初めたとあり，狛犬型の狗居仕切に移った
ものと考えられます。
048手
　　　　　　　　　　　きま　　　　　　　　　　　　　そり　ひねり　48手と親しまれてきた極り手も古書によれば投，掛，反，捻を基にした技で
　　　　　　　ぷんべつ相撲大全の48手分別画図をみましても柔術に類似したものも多く，円形の土俵
　　　　　　　　　　かんぷん　　　　　　しようとくは感じられませんが，寛文，正徳（1661－1715）の頃には現代の相撲技に近い
ものに体系づけられております。
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○土俵
　相撲の競技化した一番大きな点は土俵の制定であります。土俵は天正から慶
長（1573－1614）にいたって全国的に用いられるようになったと伝えられてお
ります。然しこのことは節会相撲時代のように一日の取組数の少ない競技会と
異り，織田，豊臣時代の相撲大会は「信長公記」にあるように，参加力士も数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nき多く，従って取組数も多くなり，その内容も抜相撲などもあり，観客のために
も力士が取組む場所を一地に限定したものと考えられます。現代の勝負の境界
線としての精巧な土俵とは大分異ったものでしょう。現在の土俵の基となるも
のは慶安の禁止令以後研究，創設されたものでしょう。この事は古い相撲の絵
には円形の土俵が描かれておらず，元禄，正徳（1688－1715）の頃の絵には円
形土俵が描かれたものが多くあります。その頃から円形土俵の外へ出す技も用
いられ始めたものでしょう。
○番付
　古い伝統をもつ相撲番付も京都では元禄12年（1699）山城岡崎興業の古番
付・大阪では元禄15年（1702）大阪堀江興業の番付が最古のものといわれてお
ります。江戸番付には元禄13，4年頃と推定される番付があるといわれており
ますが，明確には享保9年（1724）のものが確認されております。番付は相撲
興業には絶対に必要なものであり，相撲の競技としての性格を表わしたもので
あります。
○勝負の判定
　　　　　　　　　　　　　　　たお武術としての相撲は相手を制圧（殖す）することにより自ら勝負は判明した
のでありますが，競技化されたスポーツとしての相撲の勝負は土俵の制定によ
り大いに変り，円形土俵より外に出すか，倒すかで判定ができ，ついで危害予
防のための禁技もこの頃に定められたようです。以上よりして現代のスポーツ
である相撲は勧進相撲再開後の貞享，元禄の頃にはほぼ現代の形になったもの
と思われます。
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9．柔術の分離
　柔道の母体である柔術は日本固有のものでありまして，中国より来朝した陳
元賛，王道元より其の術を教えられたことに起因するという説は全くの誤りで
あります。柔術は日本古来の格闘技でありまして，戦国時代（1467－1569）の
頃までは相撲と呼称された古来の格闘技と同じか，又はその中に含まれていた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たい　ま　　け　はやものと推察されます。即ち神話の国譲相撲，野見宿禰と当麻願速の天覧相撲，
節会相撲，武人相撲より戦国時代に至るまでは「武家事記」にあります如く，
総ての格闘技を総称して相撲といったものでしょう。それが近代相撲の発生で
述べました如く，戦国時代に至りそれまでの相撲技術中より最も戦場組討に適
した技術が細かく分離し，和，柔，体術，和術，拳法，小具足，捕手，白打，
　　　　　こしまわし組討，手縛，腰廻などに発達したものでありまして，これらは無手か，短い武
器を持ち，無手又は武器を持った敵を攻撃し又は防禦する技であります。この
中で最も柔術に近いといわれる小具足の大成者である竹内久盛の伝記を「武芸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うんおう小伝」にみるに，天文元年（1532）その術の蕊奥を極めたと伝えられておりま
す。丁度足利時代の末期に職業力士が発生して，勧進相撲という名称で各地に
巡業を始めた頃と一致するようです。この種々な名称の闘技，武術が競技的な
相撲と分離して，純粋な武芸として発達し，なかでも代表的な格闘技柔術とし
て体系を完備したのは，関口柔心，関口琵饒，渋川伴五郎などの諸流派の創始
者の事跡や，史実としては研究の余地あるも「寛永武術上覧」などよりして江
戸時代の初期，寛永（1624－1643）の頃以降と考えられます。代表的柔術の諸
　　　　　　　　　　　　　　　　ようしん　　　　　　　　き　とう流である関口流，渋川流，福野流，揚心流，起倒流，三浦流などの創始者の活
躍年代よりしましても寛永より元禄にかけて柔術諸流として完成されたことが
推測されます。
10．　ま　　と　　め
　以上により柔術諸流の創始と近代相撲の発生とはほぼ同じ時期であることが
分ります。また相撲，柔術の技を比較しても力の使い方が同じものが多くあり
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ます。そして相撲，柔術が古くは全く同一のものであったことが沖縄相撲によ
っても類推することができます。現在でも沖縄においては沖縄相撲という相
撲，柔道（立業）を合わせたような相撲が保存され，愛好されており，本土の
相撲のことを大和相撲，江戸相撲，土俵相撲などと呼んでおります。上衣を着
け，帯を巻き，互に右四つに組んで帯を確りと掴み，投，掛，反，捻などの技
で相手を倒し背中を大地につければ勝ちという，組討にそっくりの相撲で，土
俵（円形），時間の制限もなく勇壮なものであります。昔の格闘技相撲が本土
より遠隔の地にあって，殆どそのまま保存されていたものでありましょう。結
論として相撲，柔道は同じ日本の古い格闘技であり，古くは相撲という名称の
同じ格闘技でありましたが，今よりほぼ三百年以前より現代の相撲，柔道の母
体である柔術に分れ，それぞれ発達したものと考えられます。
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